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同
窓
会
活
動
の
強
化
を 

  
 

 
 

同
窓
会
長 

鈴
木
幹
夫 

 
 

  

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。 

 

先
頃
、
本
県
の
新
規
就
農
者
調
査
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ

り
ま
す
と
平
成
二
十
八
年
の
新
規
就

農
者
は
三
百
人
を
超
え
て
お
り
、
こ
こ

十
年
は
新
規
就
農
者
の
増
加
傾
向
が

続
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 
本
校
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
二
十

年
度
の
専
門
学
校
へ
の
再
編
以
降
入

学
希
望
者
が
増
加
し
て
お
り
、
本
県
農

業
の
担
い
手
養
成
機
関
と
し
て
本
校

の
果
た
す
役
割
も
年
々
高
ま
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。 

 

近
年
、
農
業
の
現
場
で
は
、
農
産
物

輸
出
の
増
加
や
法
人
化
に
よ
る
規
模

拡
大
、
企
業
の
農
業
参
入
な
ど
、
新
た

な
動
き
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

国
で
は
農
業
の
成
長
産
業
化
を
一
層

進
め
る
た
め
に
農
業
競
争
力
強
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
こ
れ
を
推
進
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
う
し
た
な
か
で
、
母
校
の
学
舎
で
夢

を
抱
き
な
が
ら
農
業
を
志
す
、
意
欲
に

あ
ふ
れ
た
多
く
の
若
者
の
姿
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
Ｏ
Ｂ
の

一
人
と
し
て
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。 

 

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
創
立
五
十

周
年
の
節
目
を
三
年
後
に
控
え
て
お

り 

り
ま
す
が
、
同
窓
会
と
し
て
も
農
業
大

学
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

様
々
な
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
も
、
各
地
域
、
各
学
年
な
ど

の
活
動
を
強
化
す
る
中
で
一
層
の
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
実
績
発
表
会 

二
部
門
で
一
位
獲
得
！ 

 
  
 

一
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
八

年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農
大
実
績
発
表

会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
に
お
い
て
、

養
成
課
程
部
門
、
研
究
課
程
部
門
と
も

本
校
学
生
（
養
成
科
果
樹
学
科 

蓮
沼

美
和
さ
ん
、
専
攻
科
落
葉
果
樹
学
科 

石
原
晃
平
君
）
が
一
位
を
獲
得
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
の
参
加
者
も
上
位
入
賞

を
果
た
し
、
全
国
大
会
に
お
い
て
も
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

          平成３０年度 専門学校山梨県立農業大学校 学生募集 
 
募集人員（１）養成科 学科：果樹学科 ２０名 園芸学科（野菜・花き専攻）１０名 

（２）専攻科  学科：落葉果樹学科 若干名 
 
願書受付及び試験日程 
（１）養成科 

区  分 願 書 受 付 期 間 試験期日 試 験 内 容 

推薦入学 H29年９月14日～９月27日 H29年10月11日 小論文、面接 

一般入学 
 
 

前期 H29年11月９日～11月22日 
後期 H30年１月18日～１月31日 

 

H29年12月６日 
H30年２月14日 

 

小論文、面接、科目試験（①国
語総合／古文、漢文は除く②数
学Ⅰ の２科目） 

（２）専攻科 

区  分 願 書 受 付 期 間 試験期日 試 験 内 容 

一般入学 
 

前期 H29年11月９日～11月22日 
後期 H30年１月18日～１月31日 

H29年12月６日 
H30年２月14日 

 

小論文、面接、科目試験（農業
基礎 ※農学系以外の大学・短
大卒業者のみ） 

 

石原晃平君 ・ 蓮沼美和さん 



 

 農大の近況 

 

平成２８年度卒業生の進路状況 
 
 平成２８年度養成科の卒業生は２５名で、進
路の内訳は、自営就農者１名、農業生産法人へ
の就職者１１名、農業団体（J A）への就職者３
名、農業関連会社への就職者２名、公務員１名、
他産業への就職者等２名、進学者５名（うち専
攻科４名）となっています。 

専攻科の卒業生は、３名のうち２名が農業関
係に就職しており、卒業生全体では、就農（自
営及び雇用就農）した者が１２名で約４割、進
学や農業団体・農業関連会社への就職を含め農
業に関係した分野へ進んだ者は２４名で８割以
上となっています。 

平成２９年度職業訓練農業科 
         訓練生入校の状況 
 
 職業訓練農業科の研修は、県立就業支援センタ
ーの求職者を対象とした職業訓練で、農業大学校
が受託し、実施しています。９ヶ月コース（果樹、
野菜、有機農業）が４０名、６ヶ月コース（野菜、
有機農業）が１５名、合計５５名が入校していま
す。農大での講義やほ場実習、先進農家での実習 
など、農業部門での就業に向けた実践的な訓練に
取り組んでいます。 

平成２９年度入学生の状況 
 
 養成科の入学生は２９名で、出身高校別では
農業系高校の出身者が１８名を占めました。ま
た、女子学生の入学生が１０名で３割以上を占
め、近年では最も多くなっています。 
 専攻科は４名が入学しましたが、全員養成科
の卒業生となっています。 
  近年、非農家出身者が増加傾向にありますが、
入学生の皆さんが、本校において専門的な知識
や技術を身につけ、山梨の農業・農村の発展の
ために幅広い分野で活躍していただけるよう期
待しています。 

 

魅
力
あ
る
農
業
大
学
校
に 

向
け
て 

  
 

 
 

 

校
長 

加
藤 

肇 
  

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農

業
大
学
校
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
度
も
四
ヶ
月
を
経

過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
真
新
し

い
ス
ー
ツ
姿
で
緊
張
し
な
が
ら
入
学

式
に
臨
ん
だ
新
入
生
も
、
ま
た
、
期
待

と
不
安
の
中
新
た
な
道
へ
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
訓
練
生
の
皆
さ
ん
も
、
連
日

の
猛
暑
に
も
負
け
ず
一
生
懸
命
実
習

や
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
真
っ

黒
に
日
焼
け
し
た
笑
顔
を
見
る
と
、
農

業
の
厳
し
さ
楽
し
さ
な
ど
様
々
な
経

験
を
積
む
中
で
、
着
実
に
自
信
を
深
め

て
き
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

近
年
女
子
学
生
の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
特
に
今
年
度
は
養
成
科

新
入
生
二
十
九
名
の
三
割
以
上
に
当

た
る
十
名
が
女
子
学
生
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
生
産
法
人
の
増
加

に
伴
い
雇
用
就
農
を
希
望
す
る
学
生

が
増
え
る
な
ど
、
学
生
の
状
況
も
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
職
業
訓
練
農
業
科

に
お
い
て
も
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
も

含
め
、
新
規
参
入
に
よ
り
農
業
で
の
就

業
を
目
指
す
訓
練
生
が
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
。 

 

農
業
の
担
い
手
の
確
保
育
成
が
喫

緊
の
課
題
と
な
る
な
か
、
こ
の
よ
う
な

希
望
に
あ
ふ
れ
た
総
勢
百
十
九
名
に

及
ぶ
学
生
・
訓
練
生
を
受
け
入
れ
、
将

来
の
本
県
農
業
を
支
え
る
人
材
の
育

成
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は

ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
り
、
同
窓
会
の
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

同
窓
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
農
業
大

学
校
創
立
五
十
周
年
に
向
け
て
活
動

さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
農
業

大
学
校
の
充
実
強
化
に
向
け
て
、
今
後

も
引
き
続
き
様
々
な
面
で
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

          

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

学校説明会開催予定 
 

 日  時 内 容 

第４回 
H29年 
９月９日(土) 
10：00～12：00 

学校説明 
進学相談 

第５回 
H29年 
10月28日(土) 
10：30～12：00 

学校説明 
進学相談 
（収穫祭） 

 
※詳細は農業大学校ホームページをご覧
下さい。 

「高校生あぐり体験」開催される 
 
 ７月 29 日に、農業に興味を持っている高校生
とその保護者３２名が参加し、農作業体験や施設
見学、本校学生との交流などが行われました。 

ももの収穫作業を体験 


